
２．部品の取付け準備

159.5mm

②位置出しした場所に引手を当て、φ2.5のドリルで下穴（2箇所）を開けます。

※穴を開ける際は、本体を平らな面に置き、裏面に厚さ12ｍｍの当て木をしてください。

   吊り込んだままや、立て掛けた状態で行うとアクリル系樹脂部の破損やキズの原因となります。

③下穴を元にアクリル系樹脂部にφ9のドリルで引手取付けの穴（2箇所）を開けます。

①本体のアクリル系樹脂部に引手取付けの穴

の位置出しをします。

※縦框に対して平行になるように位置出しをし

てください。

30mm

キャップは一度嵌めると外すことができません。必ず、

キャップを嵌める前に引手にガタツキが無いことを確認し

てください。

引手

引手

本体を手で支えてから吊車の操作レバーを指でつまみ、上

に押上げます。次に吊車を本体の内部ケースより引抜き、

取外します。

※取外しにくい場合は、マイナスドライバーなどを使用して

操作レバーを押上げながら引抜いてください。

（推奨位置）
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１．取付け前の準備
●本体を取外します。

３．部品の取付け

ネジ側は丸い形状に

なっています。

六角ナット側は角張った

形状になっています。

①引手を表裏で上下反転させてネジ（トラス小ネジM4×20）で固定してください。

※取付けは手回しドライバーで行ってください。

②キャップを取付けてください。

横桟をまたいで取付け

ることはできません。

本体

アウトセットBA６用引手の取付け説明書

アクリル系樹脂

横桟

六角ナット

六角ナット

トラス小ネジM4×20

トラス小ネジM4×20

キャップ

キャップ

キャップ

キャップ

φ9引手

４．本体の吊込み
①本体を持上げて、本体下部の

   溝にガイドピンを入れます。

②片側ずつ吊車を本体に水平に押込むと、　

　 ワンタッチで取付けられます。

※吊車の凸部を本体上部溝の凹部に合わ　

　 せて差込みます。

作業面 当て木

アクリル系樹脂

φ2.5
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操作レバー

吊車の本体への取付けは、吊車が本吊車の本体への取付けは、吊車が本吊車の本体への取付けは、吊車が本吊車の本体への取付けは、吊車が本
体木口面と同一面になるまで押込ん体木口面と同一面になるまで押込ん体木口面と同一面になるまで押込ん体木口面と同一面になるまで押込ん
でください。押込み後、引張って抜けでください。押込み後、引張って抜けでください。押込み後、引張って抜けでください。押込み後、引張って抜け
ないことを確認してください。押込みないことを確認してください。押込みないことを確認してください。押込みないことを確認してください。押込み
がたりないと、本体が脱落するおそれがたりないと、本体が脱落するおそれがたりないと、本体が脱落するおそれがたりないと、本体が脱落するおそれ
があります。があります。があります。があります。


